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研究開発の概要 老朽化する港湾施設が増大する中で適切な維持管理を継続的に実施するため、BIM/CIM

の導入により維持管理の生産性を向上させる必要がある。本研究では、既存港湾施設を

対象に、維持管理に着目した BIM/CIM の要件（モデル詳細度、属性情報等）を策定し、2

次元図面や計測データ等から既存港湾施設の BIM/CIM を効率的に構築する手法を開発す

る。 

【研究期間：令和４～６年度 研究費総額：約３６百万円】 

研究開発の目的 

（アウトプット

指標、アウトカム

指標）

アウトプット

〇維持管理に着目した既存港湾施設の BIM/CIM の要件策定 

〇既設港湾施設の BIM/CIM の効率的な構築手法の開発 

〇既存港湾施設の BIM/CIM の要件及び構築手法をとりまとめ、要領類へ追加 

アウトカム

〇BIM/CIM の導入促進による、既設港湾施設の維持管理の生産性向上（情報検索の効率化、

点検作業の効率化、補修・補強方法選定の効率化等） 

必要性、効率性、

有効性等の観点

からの評価 

【必要性】（科学的・技術的意義、社会的・経済的意義、目的の妥当性等） 

BIM/CIM に関しては要領類が策定されているが、主に新設の構造物を設計・施工するこ

とを前提としており、既存港湾施設の維持管理用の BIM/CIM としては必ずしも最適化さ

れたものではない。港湾施設は、気中部・水中部で点検診断方法や使用機材等が異なる

ので、施設単位ではなく点検診断項目に対応した構造部位ごとに、維持管理で要求され

る BIM/CIM の要件を策定することが必要である。 

【効率性】（計画・実施体制の妥当性等） 

国総研は、維持管理及び i-Construction に関するデータ分析や基準策定の豊富な経験

を有しており、港湾局及び地方整備局に加えて、港湾管理者・民間事業者・関係団体と

の意見交換等により、現場ニーズに則した実効性の高い検討を行うことが可能である。 

【有効性】（目標の達成度、新しい知の創出への貢献、社会・経済への貢献、人材の養成等） 

モデルの詳細度を上げるとモデル作成に時間を要し、2 次元図面からの手作業による変

換や詳細な計測データが必要になる。一方で、点検結果の可視化・点検記録の自動入力

など、維持管理での活用方策によっては正確な形状が必要となり高いモデル詳細度が要

求される。このため、維持管理で想定される活用方策をふまえて BIM/CIM の要件を策定

し、利用可能な BIM/CIM 作成手法の最適な組み合わせを検討することが有効である。 

外部評価の結果 老朽化する港湾施設が増大する中、BIM/CIM による施設維持管理の手法を開発すること

は、港湾施設の効率的な維持管理を進める上で重要であり、国土技術政策総合研究所に

おいて実施すべきと評価する。 

 なお、研究の実施にあたっては、港湾管理者、民間事業者、関係団体との意見交換を

行い、要望や意見を吸い上げて研究を進められたい。 
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